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【手続補正書】
【提出日】平成21年1月26日(2009.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　連結用基準端（40A）と単一の制御端（41B）とを備えた固定ケーシング（40）と、上記
単一の制御端（41B）を有する、上記連結用基準端（40A）に対して直線状に移動するロッ
ド（41）と、上記連結用基準端（40A）に対して上記ロッド（41）の上記単一の制御端（4
1B）を変位させ上記の固定ケーシング（40）中に収容された互いに平行に作動する少なく
とも３つの電気モータ（31、32、33）とを有し、各電気モータは他の電気モータの電気的
接続手段から独立したそれ自身の電気的接続手段を有することを特徴とする電気的アクチ
ュエータ（3）。
【請求項２】
　電気モータが回転モータで、この電気モータの回転運動がスクリュー／ナット機構を介
して直線運動に変換される請求項１に記載の電気的アクチュエータ。
【請求項３】
　基準端に対する制御端の変位量を測定するための少なくとも３つの位置センサ (71, 72
, 73)を有する請求項１に記載の電気的アクチュエータ。
【請求項４】
　片側が電気モータのケーシングに取り付けられ、反対側側が上記ロッド(41)に取り付け
られた保護ベローを有する請求項１に記載の電気的アクチュエータ。
【請求項５】
　片側にスクリューを有するシャフトに取り付けられた歯車を有し、このシャフトの片側
は回転軸受に支持され、反対側はロッドと一体な軸受に支持されている請求項１に記載の
電気的アクチュエータ。
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